
●地　　番：新地町84番1 常盤町2番5ほか
●敷地面積：11,018㎡

●延床面積：40,600㎡程度
※病院機能部分は、38,700㎡程度
※平成23年11月時点での計画面積
●階　　数：Ⅰ期棟(地下2階、地上8階)
　　　　　　Ⅱ期棟(地下1階、地上4階)

●主体構造：鉄筋コンクリート造
　　　　　　一部鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄骨造(免震構造)
●病 床 数 ：513床（結核病床13床含む）
●年間延べ入院患者数　160,000人　(病床利用率 86.0％)
●年間延べ外来患者数　200,000人

施設の概要

スケジュール

新市立病院が提供する医療

〈事業用地〉

〈病院棟〉

PFI事業契約締結
工事着手
Ⅰ期棟建物の開院
全面開院（グランドオープン）
PFI事業期間終了

平成22（2010）年12月
平成24（2012）年2月
平成26（2014）年2月
平成28（2016）年5月
平成43（2031）年3月末

今年２月より工事着手新市立病院

救命救急医療
　新市立病院には、｢ER型救命救急センター｣を整
備しますので、休日や深夜など時間外の急な病気は
もとより、すぐに手術をしなければ命に関わるよう
な病気にも、24時間365日対応します。
　また、Ⅰ期棟の屋上には一刻を争う患者の搬送に
備え、ヘリポート(飛行場外離着陸場)を整備します。

周産期医療
　新市立病院では、現在の市民病院が実施している
母体・胎児、そして生まれたばかりの赤ちゃんのた
めの周産期医療も引き続き行います。

高度・急性期医療
　新市立病院では、脳梗塞などの｢脳血管疾患医療｣、
心筋梗塞をはじめとした｢心疾患医療｣、日本人の死
因の第1位である｢がん医療｣の治療にあたります。
　高度・急性期医療の提供にあたっては、地域の医
療機関との連携をはかります。

政策医療
　市立病院として、災害医療、結核医療、感染症医療
の政策医療を実施します。

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
４
月
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
長
崎
市
議
会
議
員
選
挙
に
際

し
ま
し
て
は
、
定
数
削
減
（
11
名
減
）

で
の
激
戦
の
中
、
３
期
目
の
当
選
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
、
お
正

月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
皆
様
方
に
は
絶
大
な
る
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
市
の
将
来
の
都
市
像

国
で
は
、
経
済
対
策
・
復
興
財
源
の
確
保
や
税
と
の
一

体
改
革
な
ど
の
議
論
が
進
め
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
国
庫
補
助
金
も
減
額
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
財

政
は
厳
し
い
状
況
で
、
国
・
地
方
と
も
財
源
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
市
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
経
済
停
滞
が
続
き
、
著

し
い
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
の
対
応
、
財
政
問
題
、

大
型
公
共
の
建
設
（
新
西
工
場
・
新
庁
舎
・
公
会
堂
）、
観

光
振
興
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
施

策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
・
行
政
・
市
民
・
企
業

が
力
を
合
わ
せ
て
将
来
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
経
験
で
奮
闘
中

議
会
改
選
後
、
長
崎
市
の
「
監
査
委
員
」、
民
主
党
長
崎

県
連
１
区
総
支
部
の
「
幹
事
長
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
ま
す

が
、
監
査
委
員
と
し
て
税
金
が
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

か
、
総
支
部
の
幹
事
長
と
し
て
、
市
民
の
声
を
国
・
政
府

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
日
常
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。）

今
年
も
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
市
民
の
方
と
同
じ
目
線
に
立
ち
諸
活
動
に
取
り

組
み
、
今
後
と
も
私
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
や
さ
し
い

街
づ
く
り
」「
元
気
な
長
崎
」
に
向
け
て
初
心
を
忘
れ
ず
に

議
員
活
動
を
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
更
な
る

ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

市
民
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
23
年
10
月
17
日
に
田
上
富
久
市
長
に
対

し
、
平
成
24
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
政
策
要
求
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

要
求
書
は
、
市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
お
よ
び
予
算
編
成
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
求
内
容
を
踏
襲
し
な
が
ら
「
活
力
あ

る
住
み
よ
い
長
崎
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本
に
８
項
目
の
政
策
大
綱

に
つ
い
て
向
こ
う
４
年
間
継
続
す
る
項
目
と
、
24
年
度
予
算
で
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
提
出
し
ま
し
た
。

８
項
目
の
政
策
大
綱

①
新
し
い
行
政
運
営

②
人
間
性
を
育
み
、
生
き
が
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

④
産
業
活
動
を
育
む
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
安
全
、
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑥
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
平
和
を
希
求
す
る
長
崎
市
づ
く
り

⑦
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

⑧
道
路
交
通
体
系
の
整
備

平
成
24
年
度
の
主
な
重
点
課
題

g

行
政
改
革
の
推
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

g

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
の
支
援
策

g

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

g

平
成
26
年
開
催
の
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
に
向
け
た
指

導
者
の
育
成
と
競
技
力
の
向
上

g

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

g

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
継
続

g

地
場
企
業
の
育
成
と
商
店
街
の
振
興

g

「
地
産
地
消
」
事
業
の
推
進
に
よ
り
、「
長
崎
の
食
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
食
育
の
推
進

g

将
来
を
担
う
若
年
者
の
県
外
流
出
防
止
策
の
取
り
組
み
を
強

化
・
推
進

g

矢
上
大
橋
・
長
崎
バ
イ
パ
ス
の
早
期
無
料
化
実
現

リニューアルされた「稲佐山展望台」より

平成24年度「政策要求」を行う

活
力
あ
る
住
み
よ
い
長
崎
を
め
ざ
し
て



Ｑ

長
崎
市
の
収
入
（
歳
入
）
の

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ
　
市
税
収
入
な
ど
の
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
が
少
な

く
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

市
税
収
入
の
中
身
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
市
民
一
人
あ
た
り
の
市
税
収

入
は
、
中
核
市
平
均
の
８
割
程
度

し
か
な
く
、
非
常
に
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
22
年
度
の

中
核
市
40
市
中
、
長
崎
市
は
37
位
）

Ｑ

収
入
の
内
訳
に
あ
る
地
方
交

付
税
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
地
方
交
付
税
と
は
、
全
国
の

自
治
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
が
徴
収
し
た
国
税
の
一
部
を
、

財
源
が
足
り
な
い
自
治
体
に
再
配

分
す
る
も
の
で
、
自
治
体
が
自
由

に
使
え
る
お
金
で
す
。

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

5億9,000万円、47議案可決！9,000万円、47議案可決！,000万円、47議案可決！万円円、、万円万円、、万万万円円 74747、、4、 777 案7 可可決決可可4444444447777777 決決5億9億 議案可可可円円万万万 議議億9,000万円、47議案可決！！案案999 万万万0000000000000000555 決決決決議案可決決決7議案可決77777777、、、,000万円、47議案可決可可可可可可決可決議案案案案44444万万万万万 議議議万万万万万万万万999 0000000000000000000000000000000000000005555 可可可可議議 決決決9 0999 000万円、47議9999 円円円円 44 案案案案案案55555 ！！！！！！！！！！億 万万億億億億9 000万円 47議案9999 可可議議 決決55 可決可可55 万円 47議議億9 000億 議議999999 決決決決決決44455 万万 案案案円円 可可可億億5億億 議議 決決0000 議議99 0万円 47議案可決決5億9,000万円、47議案可決！5億9,000万円、47議案可決！
一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算

11月議会11月議会11月議会

９月議会

26
億
２
，３
２
３
万
円
９
千
円
が
可
決
！

Ｑ

長
崎
市
の
支
出
（
歳
出
）
の

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ
　
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
任
意

に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
の

割
合
が
高
く
、
投
資
的
経
費
の
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
財
政
に
は
独
自
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
余

裕
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
財
政
の
硬
直
化
の
度
合
を
示

す
指
標
で
あ
る
「
経
常
収
支
比
率
」

を
み
る
と
、
長
崎
市
は
中
核
市
平

均
と
比
べ
て
数
値
が
非
常
に
高
く
、

財
政
に
余
裕
が
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
貯
金
（
基
金
）
が

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
平
成
22
年
度
末
の
基
金
残
高

は
３
１
３
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
財
政
運
営
の
た
め
の

基
金
（
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基

金
）
の
残
高
は
89
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ

長
崎
市
の
財
政
は
破
綻
す
る

こ
と
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指

標
に
よ
る
と
、
長
崎
市
の
財
政
状

況
は
〝
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〞
に
は

達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
楽
観
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本年３月11日、東日本大震災は東北地方太平洋沿岸の広い地域にわたって甚大な被害をもたらしました。
東日本大震災から９ヶ月が経過する中、東北の太平洋沿岸の被災地では、全力で復興作業進められているものの、
瓦礫の撤去や除染もなされず、多くの方々が仕事や家を失い、地域社会の復興に向けての取り組みも出来ない状況で
す。
私たちは今回の事態を深く憂慮し、事故を徹底検証するとともに、その原因究明とさらなる安全対策が講じられる
ことに合わせて、原子力エネルギーに変わる再生可能エネルギーの導入拡大も図りながら、将来、原子力エネルギー
に頼ることがない安心して暮らしていける社会を築いていく必要があると考えます。
国において再生可能エネルギーの開発を積極的に進め、国民が放射能の恐怖に脅かされことのない、安全で安心な
社会の実現に向けての着実な取り組みが必要です。
以上のことから、国に対し、下記のとおり要望します。

記
１．当面、安定的な電力供給を維持しつつ、原子力発電に依存している部分を計画的に再生可能エネルギーへ移行す
るよう努力するとともに、原子力発電所の新・増設を見直し、検討すること。

２．福島第一原子力発電所の事故の収束を一刻も早く図るとともに、事故原因を究明し全国の原子力発電所の安全対
策へ反映させ、原子力防災体制を整備すること。

３．原子力発電にかかわる雇用、経済活動および労働者の健康管理に十分配慮すること。
４．大気・土壌・食品等の放射線量をきめ細かく測定し、速やかに情報を公開するとともに、的確な対処方法を示す
こと。特に子どもたちの被曝回避のための施策と学校給食の安全確保を急ぐこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成23年12月14日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎市議会

再生可能エネルギーの開発と放射線の恐怖に脅かされることのない社会の実現に関する意見書〈抜粋〉

長
崎
市
議
会
・
平
成
23
年
11
月
定
例
会
は
11
月
25
日（
金
）に
開
会

し
、
12
月
14
日（
水
）に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
案
（
総
額
約
５
億
９，
０
０
０
万
円
）
と
47
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
が
、
市
有
地
を
民
間
に
売
却
す
る
議
案
を
否
決
し
閉
会

し
ま
し
た
。

議
員
提
案
で
は
、
原
子
力
に
代
わ
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡

大
な
ど
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
の
「
厚
生
委
員
会
」
を
「
教
育
厚
生
委
員
会
」

に
「
文
教
経
済
委
員
会
」
を
「
環
境
経
済
委
員
会
」
に
改
め
る
市
議

会
委
員
会
条
例
一
部
改
正
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

長
崎
市
中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
今
後
も
人
口
減
少
や
地
価
の
下

落
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
が
総
体
的
に
伸
び
悩
む
一
方
で
、
扶
助

費
は
引
き
続
き
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ

ら
に
平
成
27
年
度
以
降
は
、
市
町
合
併
後
、
一
定
期
間
増
額
措
置
さ

れ
る
地
方
交
付
税
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
期
間

中
（
平
成
24
〜
28
年
度
）、
執
行
節
減
等
の
収
支
改
善
に
努
め
な
け

れ
ば
多
額
の
収
支
不
足
が
生
じ
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

解
消
先
取
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
最
低
基
準
を
満
た
す
質
の

確
保
さ
れ
た
認
可
外
保
育
施
設
に

対
し
て
運
営
費
の
一
部
を
助
成
し
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
拡
大
に
つ

な
げ
る
。

g

対
象
施
設
　
し
し
の
子
保
育
園

◆
乳
幼
児
医
療
対
策
費

…
５，
４
１
５
万
８
千
円

乳
幼
児
医
療
対
策
費
に
お
い
て
、

支
給
件
数
お
よ
び
支
給
額
が
見
込

み
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴
い
増
額

す
る
。

◆
子
ど
も
手
当
て
費

…
▲
10
億
４
６
３
万
２
千
円

「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も

手
当
て
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
の
成
立
に
伴
い
、
10
月

以
降
の
支
給
額
が
変
更
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
減
額
す
る
。

g

４
〜
９
月
　

０
歳
〜
中
学
生
（
一
律
）

…
１
３，
０
０
０
円
／
月

g

10
月
以
降
　

３
歳
未
満…

１
５，
０
０
０
円
／
月

３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１
、
２
子
）

…
１
０，
０
０
０
円
／
月

３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
３
子
以
降
）

…
１
５，
０
０
０
円
／
月

中
学
生
…
１
０，
０
０
０
円
／
月

◆
障
害
者
在
宅
福
祉
費

…
４，
７
３
３
万
５
千
円

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に

お
い
て
、
利
用
人
員
お
よ
び
給
付

額
が
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に

伴
い
増
額
す
る
。

◆
障
害
者
保
健
医
療
対
策
費

…
１
億
９，
７
１
６
万
５
千
円

心
身
障
害
者
福
祉
医
療
費
に
お

い
て
、
支
給
件
数
お
よ
び
支
給
額

が
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴

い
増
額
す
る
。

◆
【
単
独
】
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

備
整
備
費
補
助
金…２，

１
１
０
万
円

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
施
設
の
防

災
安
全
対
策
の
強
化
お
よ
び
利
用

者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
防

災
対
策
に
必
要
な
補
強
改
修
や
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
な
修

繕
等
を
実
施
す
る
民
間
事
業
者
へ

助
成
す
る
。

g

対
象
施
設
　
４
ヶ
所

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
事
業
費
…
…
…
３
７
３
万
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境

改
善
と
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
長
崎
県
安
心
こ
ど
も

基
金
を
活
用
し
て
備
品
等
を
購
入

す
る
。

g
対
象
　
西
浦
上
地
区
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
５
ヶ
所

◆
認
可
外
保
育
施
設
運
営
費
助
成

金
…
…
…
…
…
…
２
４
０
万
円

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機
児
童

解
消
に
お
い
て
、
国
と
自
治
体
が

一
体
的
に
取
り
組
む
「
待
機
児
童

長
崎
市
中
期
財
政
見
通
し
（
平
成
24
年
度
〜
28
年
度
）

歳出
2,142億円

長崎市の一般会計予算
（平成23年度）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
医
療
対

策
費
…
…
２，
２
６
４
万
６
千
円

ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
医
療
対

策
費
に
お
い
て
、
支
給
件
数
お
よ

び
支
給
額
が
見
込
み
を
上
回
っ
た

こ
と
に
伴
い
増
額
す
る
。

◆
新
西
工
場
建
設
環
境
影
響
評
価

費
…
…
…
…
３
２
３
万
５
千
円

新
西
工
場
建
設
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
環
境
影
響
評

価
に
お
い
て
、
地
元
住
民
や
県
知

事
の
意
見
な
ど
を
勘
案
し
、
周
辺

臭
気
の
調
査
項
目
や
回
数
、
予
測

項
目
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
増
額
す
る
。

※
債
務
負
担
行
為
　
１
０
２
万
７

千
円
（
期
間
Ｈ
24
）

◆
【
補
助
】
斜
面
市
街
地
再
生
事

業
費
…
…
…
…
４，
４
０
０
万
円

事
業
進
捗
を
図
る
た
め
増
額
す

る
。

g

対
象
　
岩
瀬
道
・
立
神
地
区
、

立
山
地
区

◆
【
単
独
】野
母
崎
地
区
小
中
学
校

統
合
事
業
費
…
…
７
２
０
万
円

野
母
崎
地
区
小
中
学
校
統
合
事

業
に
伴
い
、
長
崎
県
か
ら
借
用
し

て
い
る
旧
県
立
野
母
崎
高
等
学
校

の
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
、
耐
震

力
不
足
が
判
明
し
た
た
め
、
耐
震

補
強
工
事
を
行
う
。

※
債
務
負
担
行
為
　
１，
０
８
０
万
円


